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第３４回諜報研究会 報告者 山本武利        ２０２１年２月２７日 

 

秘密機関 CCD の正体追究―日本人検閲官はどう利用されたか 

 

一部関係者にのみ民間検閲局として知られた CCD は、二萬人余の日本人を使ってメディア

検閲と通信検閲を占領期に実行していた。今までその秘密がほとんど解明されなかったの

は通信検閲である。通信検閲ではウオッチリストを使って、戦犯や共産党員を摘発して統治

に役立てた。大量開封の郵便物はビニールテープで封印されて返送されたが、重要郵便物は

蒸気などで跡を残さぬ開封がなされていた。その巧妙な陽動・偽装作戦でお尋ね者の秘密を

入手していた。検閲で動員されるのは英語リテラシーのあるインテリであった。彼らは飢餓

からのがれるために CCD に検閲官として雇用され、旧敵国のために自国民の秘密を暴く役

割を演じた。発見された彼らのリストと葛藤の事例を紹介しながら、CCD のインテリジェ

ンス工作の実態に迫る。 

 

 

『検閲官』目次（再校時） 

Ⅰ 秘密機関 CCD の謎 

 1、日本人検閲官の人数と活動範囲 

 2、ウォッチ・リストと専門工作によるお尋ね者の追及 

 3、重視された郵便検閲 

 4、CCD の中核・東京中央郵便局の検閲配置 

 5、CCD の指示による郵便局の諸規則 

 6、郵政当局の CCD 検閲への全面服従 

  ① 検閲郵便物への送付上でのクレーム処理 

  ② 検閲所から集配郵便物への返送の際のトラブル 

  ③ 検閲局から電報局へのクレーム 

  ④ 検閲局から集配郵便局への訪問について 

  ⑤ 日本政府当局者の証言 

  ⑥ 日本国民側の検閲への対抗 

 7 ,郵便検閲現場の日系２世の役どころ 

  ① 水野キヨシ 

  ② クレランス久恒 

  ③ 川口コウジロウ 

  ④ 鮫島コウ 

  ⑤ 村上寿世 

  ⑥ ２世の日本人検閲官への対応 
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Ⅱ 日本人検閲者のさまざまな対応 

Ⅲ 日本人検閲者の利用され方、利用の仕方 

 １、厳しい飢餓状況－アメリカン・クラブか RAA（特殊慰安協会）か 

 ２、悲しき中間管理職‐日本人監督官ものがたり 

 ３、日本人検閲官の頭の改造 

Ⅳ CCD 閉鎖の急展開 

 １、閉鎖の諸相 

  ① CCD 雇員の大量解雇 

  ② なんら交渉力のなかった職員労組 

  ③ 全国ネットの検閲施設と場所・面積 

  ④ どこへ散ったか検閲官の大集団 

  ⑤ エリートになれなかった検閲官 

  ⑥ 負け組と参謀本部高級幕僚の暗躍 

 ２、プランゲ文庫の誕生 

  ① CCD 成果物の移送先問題 

  ② メリーランド大学の浮上―「ウィロビーコレクション」の誘い水 

  ③ メリーランド大学移管の正式決定 

 終りに－負の烙印・スティグマを背負った検閲官と拉致資料 

  

東京中央郵便局から CCD 工作の謎解きを行う 

１、 CCD の全国展開の中での東京中央郵便局の位置 

２、 郵便検閲のフローチャート 

３、 検閲官の種類と人数、役割 

４、 検閲官名簿の発見 

５、 東京中央郵便局の配置図の発見 

６、 逓信当局の CCD 服従 

７、 大部屋での郵便検閲 

８、 秘密の小部屋でのウオッチリスト登場人物の追究 

９、 日本人エリートの CCD 協力度 

１０、 メリーランド大学へ拉致された CCD 成果物 
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１９４９年３月の検閲者名簿 

 

NPO 法人インテリジェンス研究所 HP 所収の占領期検閲者名簿参照 

http://www.npointelligence.com/ 
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CCD 検閲場所 １９４８年１月 
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朝日新聞大阪本社 

 

 

上は大阪中央郵便局、下は東京中央郵便局 
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現在の東京中央郵便局にあるインターメディアテクの内部配置 

 

                   

東京中央郵便局の CCD の占拠   RG３３１Box8564 

１、５階建ての１，３，４，５階の部分的占拠 

 １階  ロビー 

 ３，4 階  1 区 DPS 

 5 階 PPB の出版部門 

２、面積  ７２，７４０ 平方フィート 

３、その他の部分は逓信局が占拠 
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3 階 

１、Ⅰ区 DPS 検閲主任室、Ⅰ区 DPS 配分センター、評価・強化班 

２、地区郵便検閲局長事務室 

３、巣鴨刑務所メール 

４、書留メール 

５、政治・官庁メールの特別検閲 

６、ウオッチリスト班 

７、IRS タイプ室 

８、 同 

９、IRS コピー室 

１０、Ⅰ区 DPS の通信部長室 

１１、Ⅰ区 DPS の IRS 事務所 

１２、準備室 

１３、トイレ 

１４、IRS ファイル室 

１５、大工ショップ 

１６、トイレ 

１７、IRS の没収メール室 

１８、変圧室 

１９、日本人職員用浴室 

２０、ロッカールーム 

２１、職員トレーニング室 

２２、再検査分室 

２３、トイレ 

２４、トイレ 

２５、個人メール、外国メール、第 1 次フラッシュ準備室、名前分類・配分室 

 

4 階 

１、ビジネスメール検閲室 

２、日本人給与支払室、個人記録 

３、Ⅰ区 DPS 職員事務室 

４、Ⅰ区 TOU 検閲・実験室 

５、Ⅰ区 TOU の暗室 

６、Ⅰ区 TOU の貯蔵室 

７、トイレ 

８、1 区 DPS の供給、ビル管理室 
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5 階 

１、書籍検閲部、書籍センター室 

２、記録部と受付班 

３、ファイル班 

４、図書室 

５、翻訳室 

６、出版検閲班 

７、雑誌班と情報班 

８、トイレ 

 

1 階  
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3 階 

  

 

郵便検閲のフローチャート 
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